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平成 30 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 

 

我が国で開発され,備蓄されている細胞培養痘そうワクチンの有効性,安全性,生産性向上 

および国内外のバイオテロ対策のあり方に関する研究 
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A. 研究目的 

ニパウイルスは致命率の高い感染症を引き起こ

し，その予防法や治療法で確立されたものはな

いため，バイオテロで用いられうる病原体である．

バイオテロ発生において，実験室診断は用いら

れた病原体の特定やバイオテロの規模の把握

を可能にする．病原体を特定する実験室診断の

準備とその安全な実施が重要である．バイオテ

ロ対策の 1 つである実験室診断を安全に行なう

ため，ニパウイルスを想定し，検体処理条件（ウ

イルス不活化条件）を明らかにする． 

 

B. 研究方法 

検体にニパウイルスが含まれると想定し，ニパ

ウイルスを添加したヒト血清を熱処理（56℃, 30

分）あるいは紫外線処理（312nm, 2.5mW, 30 分）

した．生きたニパウイルスの存在の有無を判断

するため，処理した血清を Vero 細胞へ接種し，3

回細胞を継代し，この間の細胞変性効果の出現

の有無で判断した．熱と紫外線の双方の処理も

行なった．いずれも 3 点ずつで行なった． 

 

【倫理面への配慮】 

該当なし 

 

C. 研究結果 

検体にニパウイルスが含まれると想定し，実験

室診断を行なうための検体処理条件（ウイルス

不活化条件）を検討した．ウイルスを添加したヒ

ト血清を熱処理（56℃, 30 分）あるいは紫外線処

理（312nm, 2.5mW, 30 分）のみではウイルスの不

活化は十分ではなかった（それぞれ 2/3, 1/3 の

チューブで不完全）が，併用により完全なウイル

スの不活化が得られた（図１）． 

 

D. 考察 

ニパウイルス感染症を疑う事例において，血清

研究要旨： 

ニパウイルスは致命率の高い感染症を引き起こし，その予防法や治療法で確立されたものはないため，バイオ

テロで用いられうる病原体である．バイオテロ発生において，実験室診断は用いられた病原体の特定やバイオテロ

の規模の把握を可能にする．病原体を特定する実験室診断の準備とその安全な実施が重要である． 

バイオテロ対策の 1 つである実験室診断を安全に行なうため，ニパウイルスを想定し，検体処理条件（ウイルス

不活化条件）を明らかにした． 

ウイルスを添加したヒト血清を熱処理あるいは紫外線処理のみではウイルスの不活化は十分ではなかったが，

併用により完全なウイルスの不活化が得られた．血清学的な実験室診断を安全に行なうための検体処理条件

の１つを明らかにできた．最新情報に基づいた実験室診断の向上や遺伝子検出のための検体処理条件の検討

も必要である． 



 26 

学的な実験室診断を安全に行なうための検体処

理条件を明らかにできた． 

 

E. 結論 

最新情報に基づいた実験室診断の向上や遺伝子

検出のための検体処理条件の検討も必要である． 
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図１．平成 30 年度に実施されたニパウイルスの不活化条件の検討 


